学会賞を受賞して　　　　　　　　　　　　郡山女子大学特任教授 石村眞一

曲木椅子は、現在もよく見かけます。都市部の喫茶店やレストランの椅子も、曲木椅子が定番になっていて、ハンバーガーの大規模チェーン店でも一部使用しているのに、どこで製作されているかを知っている人は殆どいません。

現在使用されている曲木椅子は、海外からの輸入製品が大半で、日本製の椅子は極めて少数です。具体的には、秋田県湯沢市の秋田木工株式会社と、岐阜県高山市の飛騨産業株式会社およびその系列会社の製品だけしか市場に出回っていません。しかしながら、曲木椅子の歴史を辿っていくと、日本製の椅子しか使用していない時代がありました。明治末から戦前期まで、日本政府は曲木椅子の輸入を禁止していたのです。もちろん目的は国内の曲木家具業を育成し、海外への輸入を促進させるためです。そして驚くことに、昭和初期には、文献史料からわかるだけで20社以上が日本で曲木椅子を生産し、東アジアから東南アジアにまで輸出をしていました。

曲木家具、とりわけ曲木椅子に魅せられて20年以上になります。1850年代中葉に、オーストリアのトーネット社が曲木椅子の加工に関する特許を取得し、量家具として売り出して160年という歳月が流れました。1850年代後半に生産を開始したNo.14モデルは、世界で最も量産された椅子で、現在も世界各地でコピー製品が作り続けられています。当然、日本もコピー製品を延々と作っている国の一つで、曲木家具業自体は少なくなりましたが、ヨーロッパで開発された生産技術を受け継いでいます。この生産技術の継承方法が、私の主たる研究テーマです。曲木家具業の足跡を辿って調査をしていくと、多くの企業が鉄道の駅に近い場所で工場を設置していたことが理解できます。兵庫県姫路市、大阪の東大阪市、長野県大町市等でも、工場の場所は駅のすぐ近くにありました。鉄道は、ブナ材の運搬には欠かせないもので、駅に隣接していることが曲木家具工場の立地条件であったということになります。

曲木家具の技術をオーストリアで学び、日本に伝えた人物がいます。文献から佐藤徳次郎という名前はわかりますが、どのような目的で明治後期に渡欧し、どこで曲木家具の技術を習得したのか、また帰国後の職歴については、とうとう明らかにすることができませんでした。研究者としては多少悔いが残ります。拙著『日本の曲木家具』を読まれた方が、いつか明らかにしてくれることを楽しみにしています。

日本国内では無計画なブナの伐採が戦後も続き、資源が枯渇化しています。現在は国有林でのブナ伐採は禁止され、今後100年経っても資源は回復しません。このことから、ブナ材を使用した曲木家具製作は、いずれ日本国内から消滅していくと推察されます。しかし、継続的な研究さえすれば、ブナ材以外の木材でも曲木家具は製作できるはずです。人工高分子の接着剤に依存しない曲木家具は、環境にやさしい製品です。今後も量産型の工業製品の良き手本として広く社会に紹介されることを願っています。

日本産業技術史学会誌『技術と文明』に、高校の教員をしていた頃投稿し、40頁を超える論文を掲載していただきました。このことが自分の研究に対する大きな励みになりました。このたびの学会賞の受賞を契機に、新たな気持ちで今後研究に精進していく所存です。有り難うございました。

